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「キャッシュレス社会に潜む危険」 

～これからの社会を豊かにするために～ 

 

１．学年・組  ６年南組 ３２名 

  

２．目指す子供の姿 

 

 

 

３．本時における「子供とつくる学び」  ４．「子供とつくる学び」を実現するための手立て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導にあたって 

本時で「子供とつくる学び」を実現させていく

ためには、いかにして「自分事」として考えさせ

ることができるかが重要であると考える。電車通

学でキャッシュレス決済をしている児童が多い

とはいえ、他のキャッシュレス決済については、

まだまだ経験が少ないものと思われる。親が使っ

ていたり、テレビを見たりして情報を得てはいる

が自分事としては捉えられていない部分も多い

と思われる。 

これまでの児童の実態として、実際の調査結果

や事件、報道等に興味を示すことが多かった。そ

こで、本時では自分事として捉えやすくするため

に、調査結果や実際に起こった事件を扱うことと

する。キャッシュレス決済の不正利用による事

件、QRコード詐欺などである。また、キャッシュ

レス社会についてのアンケート調査結果も使用

する。キャッシュレス社会に反対する人の意見に

はどのような意見があるのかを知り、そこから、

安全に利用するための方法を考えさせていく学

習活動を考えた。 

自分が体験していないにしても、世間ではこう

いう調査結果が出ているということや、実際にこ

ういう問題が起こっている、ということを提示す

ることで児童は興味を示し、自分事として捉え、

問題意識を持ちやすくなるものと考える。 

これまでの安全科の学習では、多く

の児童が意欲的に取り組んできた。ま

た、‘わかっているけど、できない’を

‘わかっているから、できる’へと行

動変容を促すことができるような手

立てを考えながら学習を進めてきた。 

本単元における「子供とつくる学

び」の課題は、児童がいかにして自分

事として考え、課題意識を持つことが

できるかどうかであると考える。児童

は実生活に関わる内容や自身が興味

を持つ内容を扱うときには、特に学習

に意欲的になっていた。本単元では、

キャッシュレス社会について考える。

多くの児童は電車通学をし、既にキャ

ッシュレス決済を行い、生活を行って

いるが、他のキャッシュレス決済につ

いては、利用していない児童が多いの

ではないか。しかし、これからの社会

の流れや児童の行動範囲、生活行動を

考えた際、利用する頻度は高くなって

くると考えられる。そこで、これから

の自分の生活により関わってくるで

あろうキャッシュレス社会について、

自分事として考えるきっかけとなる

ような学習としたい。 

互いの考えを認め合う、そして学びを深め合える子供 

事の善悪を自身で正しく判断し、行動できる子供 

 



  

５．教材について 

本校は校区が広いため、電車通学をしている児童が多く、彼らは既にキャッシュレス決済を

利用している。また、中学生になると私立中学校へ進学し、よりキャッシュレス決済を利用す

る児童が増えると思われる。ゲームで課金をしているという話を耳にすることもある。社会的

にもより一層キャッシュレス社会が進むであろうこと、そして春休みを迎え、中学校に進学し、

キャッシュレス決済の利用率が挙がるであろう児童を対象に、キャッシュレス社会について考

える機会を設定した。 

始めにも述べた通り、多くの児童は既にキャッシュレス決済を利用している。しかしそのほ

とんどは交通系ICカードだと思われる。他にもテレホンカードやQUOカード、インターネットで

の買い物、ゲームでの課金などキャッシュレス決済は多岐に渡っている。それらを自覚させる

ことから授業を始める。次に、今後、よりキャッシュレス社会が進むという根拠を示し、キャ

ッシュレス社会について考える必要性を持たせる。偏った情報だけではなく、キャッシュレス

社会のメリットとデメリットの両面について考えさせ、その上で安全な利用の仕方について考

えさせたい。そうすることがこれからのキャッシュレス社会を豊かに生きていくことにつなが

るものと考える。 

 

６．評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

日本のキャッシュレス社会の

現状について知るとともに、

キャッシュレス決済を行う際

のメリットとデメリットにつ

いて理解している。 

キャッシュレス社会のメリ

ットとデメリットについて、

また、キャッシュレス決済の

安全な利用の仕方について

考え、表現している。 

キャッシュレス社会における

問題点について解決しようと

している。 

 

７．単元計画 

次 時 内 容 

１ １ 
キャッシュレス社会に潜む危険について知り、安全な利用の仕方について考

える。                            ★本時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



８．本時の目標 

キャッシュレス社会に潜む危険について知り、安全な利用の仕方について考えることができ

る。                           【思考・判断・表現】 

 

９．本時の展開 

           児童の学習活動 

                                       

１．キャッシュレス決済の経験について振り返る。 

・PiTaPaを使って電車に乗っている。 

・ICOCAで買い物をしたことがある。 

・ゲームで課金をした。 

・カードで買い物しているのを見たことがある。 

・テレホンカードや図書カードもそうなのかな。 

 

２．日本のキャッシュレス社会の現状を知る。 

・結構使っていると思う。 

   ・高齢者はあまり使っていないのではないか。 

   ・中国はすごく進んでいると思う。 

   ・日本もここ数年ですごく進んだと思う。 

  

３．キャッシュレス決済のメリットとデメリットについ

て考える。 

・支払いがスピーディになる。 

・お金を持たなくて済む。 

・どれだけお金を使ったかわからなくなりそう。 

・現金しか使えないところもある。 

 

４．キャッシュレス社会に反対する理由から、キャッシ

ュレス決済の安全な利用の仕方について考える。 

・インターネットで買うときも、きちんと調べたり、

現物を見てから買うようにしたりした方がいい。 

・現金も少しは持ち歩くようにする。 

・どれだけお金を使ったか、把握するように記録をつ

ける。 

 

  ５．これまでの学習を振り返る。 

   ・お金の大切さをしっかりと考えて使うようにする。 

   ・パスワードの管理を厳重にしようと思う。 

 

指導上の留意点 

評価：キャッシュレス社会に潜む危険について知り、安全な利用の仕方について考えてい

る。                          【思考・判断・表現】 

現金を使わないということが、

キャッシュレス決済であるとい

うことを理解させることで、現

時点での生活においても多くの

キャッシュレス決済が利用され

ていることに気づかせる。 

実際のアンケート調査結果を活

用することで、実効性のある安

全な利用の仕方について考えら

れるようにする。 

自分の生活経験と日本や世界の

利用状況とを比べて考えさせた

り、これからの社会の流れとな

るデータを示したりすること

で、キャッシュレス社会につい

て考えさせるきっかけとした

い。 

メリットとデメリットについて

考える際には、自分の生活の中

で利用するということをイメー

ジさせて考えさせる。デメリッ

トについては、これまで報道さ

れている事件について触れ、社

会問題にもなっているというこ

とを理解させる。 


